
日本见闻＊＊第一弹＊＊

2016.09.08

昨天和小伙伴们一起去了中野Y(^_^)Y

第一次乘坐了电车

看到了喜欢的岚～～松本润～～～～

超级棒的一天^o^

張　雨瀟さんの日記



三恋祭——学园祭

2016.09.18

难得放周末写日记呀

学园祭随着周末的到来也结束了。

日本的高中生超级有活力，动手能力超级强。

女生很有女子力，男生很有行动力。

第一次和大家一起准备学园祭时，就觉得超开心。

中国是没有这样的节日的，每个班都为自己的主题奋斗着。学园祭的前日祭，到了6B等着和前辈们一起做电车回家，等待期间，便帮他们准备。大家一起练习怎么做一个完美的棉
花糖，拿着棉花糖棍时的我还不知所措站在那里，前辈们却很耐心的带着我。心里满满的感激。和前辈们做电车的时候，大家都叫我一定要好好期待第二天的学园祭，会让我惊艳。
当晚还有些小激动睡不着。做了个美梦……

第二天学园祭到来啦～～

主动担任大家的カメラ係，一起在运动场集合，等待开幕式。校长先生和学生们的互动让我意识到，这不仅仅是学生的学园祭，更是整个学校与外校友人的学园祭。这是学园祭的力
量。让我更加期待接下来的节目。

我的班级在4A，大家做的是pokemon里的主题，参与Pokemon人物印章的收集，和保龄球游戏，最后得分按照不同分数段领取奖品。接下来就去参加其他班的主题活动。

和朋友们一起光顾了6B前辈的綿菓子和チェロス，吃了冰淇淋，焼きそば...简直不能太开心。去了书法部看三重的同学们完成书法作品书写的展示，作为一个练习书法的人，看了
之后我也不得不佩服大家的功力。舞蹈部的大家跳起舞来动力十足，每一个人的笑容简直不能再暖。最后去的是茶道部，有个お祖母さん类似于主持的那种，朋友们介绍了我是从中
国来的，她就开始教我怎么正确品茶，姿势和语言。又是满满的感激啊，好想加入茶道部 活动结束后回到4A和大家一起拍了一张大合照

这绝对是我人生中最宝贵的记忆之一了。

我会小心珍藏。

一天下来，累并快乐着。

原谅我日语功底不够，还无法用日语来记录这段时间精彩的生活

接下来的日子，继续加油啊
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＊＊第三弹＊＊

2016.09.30

又在不知不觉中过了一周，感觉自己更加适应这边的生活了。

和朋友们聊天也更加自然，想来日语还是有小进步的。

这周有运动大会～参加了乒乓球的比赛，在大家的鼓励和指导下，球技在进步。一共打了五场，赢了四场。但是你会发现，不管是乒乓球，还是排球，亦或是足球，各种比赛，大家
都是通过自己的兴趣爱好为班级争光，大家会一起打气加油，也会一起说笑，但我感受到的，是青春，是活力。

这周也踏踏实实地学习了一周。大家也在疯狂地为期中考试做准备。学习数学的方式，就是刷题做题讲题。知识点虽然是中国学过的，但我发现中国人与日本人不同的是，中国人会
很快讲完一个知识点，然后继续讲下一个。而日本人会针对一个知识点深入地进行练习，最近数列还有三角函数就做了好多，也发现了自己在中国的时候没有掌握牢的地方，这是一
个不错的收获。化学，物理，生物的知识点在中国都讲过，不过像化学生物的物质的名称有些难记，但经过几次小测试，差不多能记住了。这周因为有个测试在早上七点半就开始，
早上五点半就起床去乘坐电车公交了，这让我想起在中国起早贪黑的时候，要不断前进努力才行啊。国语是班主任老师讲的，笔记比上一周做得好，虽然还是觉得有些难。古文终于
不再是第一次上课时全程愣着的状态了，笔记也知道该怎能做，也学会了自己去总结古文的知识点。这周做了一件伟大的事（在我看来特别有意义）学校有书法课，在成都外国语学
校的时候，和成外的老师和同学一起做了一本《百草集》，这周书法课我将在中国做的书法集送给了书法老师，与热爱书法的同学们交流了一节课，这对自己日语表达是很有进步
的。而我也十分开心，将中国的书法送给日本的友人。

 

早上终于和大家一起骑自行车上学了，放学大家也带着我回家，告诉我每天一起回去很热闹～这周还是有雨天，现在窗外就下着小雨。中国的时候，老师讲“雨”是离人泪，想想离家
也快一个月了，希望中国的大家一切都好呀。
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哈哈，每天坐电车回家的时候，总能遇到认真学习的勉强家，这让我想起早上的时候，遇到的学生们都在认真背着日语单词，或者其他科的知识。日本人对于时间把握这一点的确很
佩服，也得好好学习才是。

喔，还想起一件很棒的事。报名参加了数学奥林匹克，明年一月考试，加油吧～～

 

珍惜每天的感动❤️

 



第四弹

2016.11.02

整个十月的节奏是很忙碌的。

期中考试，秋游，弓道部的练习，日复一日的学习。

而十月的每一天，发生了一件从未有过的事——骑自行车摔河里了。

过了这么长的时间写这件事，突然觉得自己好像特别特别傻，当时怎么莫名其妙就冲下去了呢。

不过这不是我的重点，我想通过这篇日记感谢那天帮助过我的所有人。
像往常一样，骑着自行车上学。来日本的确经历了很多没有经历过的东西，但那天发生的，是这么一个月以来我觉得最糟糕的事。只记得当时过桥的时候，大概是前面放的书太重，
自行车突然往河那边倒，我一瞬间也没力气握住龙头，和自行车一起掉入了河中。感到庆幸的是，自行车没有砸在我身上，书本没有砸在我身上，河不深，河底也没有尖锐的东西划
伤我皮肤。我后面跟上来的，是每天坐电车必定会遇到的男生，我不知道他的名字，但他立马停了下来，脱掉鞋袜，跳下来帮我把自行车和放在前面的包拎上了岸，发现我好像从河
里起不来，让我先掏出手机给老师打电话。打电话的时候，弓道部的两个同学也骑着自行车过来了，旁边一个女生停了下来。弓道部的两个同学在岸上伸出了手，问我这样可不可以
上岸，我发现完全不行，于是他们跳了下来，说让我踩着他们的手上岸。试了两下还是不行，学校的两个老师这时候过来了。于是两个男生抱着我，老师拉着我的手，把一身湿漉漉
的、还全身是泥的我抱上了去。旁边的女生马上借毛巾给我擦身上的水，我想起刚刚在水里的时候，河水特别冷，就转身看刚才跳下水救我的男生，他们也冷得在打颤。他们还一直
问我摔着没有，秦先生这时候赶到了，马上收拾东西，带我上车送我回家。救我的几个男生也准备骑车去学校，走之前一直叮嘱我好好休息，说我受惊了。我早已泪眼模糊，一个劲
儿的说着谢谢谢谢。上了车后，秦先生还给我开玩笑，刚才救你的男生真帅啊，还好大家跳下来救你了，今天是个好天气啊……

一个人在异国他乡，从未感受到这样的温暖，无论是帮我把东西拎上岸的男生，还是伸出手想拉我上岸的男生，还是递给我毛巾的女生，还是抱着我带我上去的老师同学，让我觉
得，认识这样的一群人真好。有人说，身在异国他乡，孤零零是必然的事，但我到现在，从未感到孤单过，因为大家从开始到现在一直在帮什么都不懂的我。秦先生一直在车上开着
玩笑，说每个留学生来都会遇到たいへん的事，让我不要担心。我却不知道从什么时候起早已哭成了泪人…

再一次道一声感谢！！

最近的日剧中，有一部石原里美主演的剧叫做《地味にスゴイ》，很喜欢一个翻译，是“平凡也伟大”，很喜欢的一个作家如是说：“生活最好的状态是冷冷清清的风风火火。”活出自
己的不平凡，认认真真学习日语！！

11月已经开始了，頑張れ！！！
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第５弾

2016.12.17

久しぶりに日記を書いたんだ。

3ヶ月の日本での留学生活があっという間に過ぎてしまいました。

期末テストが終わったばかりです。しかし気楽な感じが全然なくて、反対にますます忙しかったです。冬休みは１０日しかありません。 （なんかちょっと変な感じ）生活も
う規則的になっていて、毎日６時起きて、部活終わって、家に着く時はもう夜７時になります。いつも電車の中とか、バスの中とか、何も言わずにぽかんとしている。こんな時
は自分経歴したことを思い出した……毎朝先生のところで音読し、いろいろな人と出会い、毎日勉強することができ……順調していますね。

朝音読する時はいつも先生と色んな話をします。日本の言葉とか、自分悩んでいることとか、最近の生活の話もあります。おととい話する時、先生は「物質があったら、幸せに
なるよ」って、美味しいもの食べたら、幸せだ、今は交通がめっちゃ便利で、幸せだ……時間がちょっと短かったから、自分の意見を伝えないです。しかし、物質の生活が重要
ですけど、精神の勉強も大切でしょう。例えば、やるべき時にやらず、あるいはチャンスを逃し、後で後悔する、なんかみんなはこんな状況で、「後の祭」「手遅れ」のような
言い回しは結構ありますね。でも、「喧嘩過ぎての棒千切り」なんてという表現もあります、これはむずいですよね。現代だと「１２月２６日のクリスマスケーキ」と言いま
す、これは上品な言葉じゃないと感じる。「6日のあやめ、10日の菊」これはどう？（端午の節句５月５日、菊の節句９月９日）上品になるでしょう？これらのセンテンスは全
部同じ意味を表しています。こんなの勉強は精神の生活に役に立ちますね。これは日本の言葉の魅力だと思って、ここでこの文章を読む人にシェアしたいことです。

 

世界で、楽しいこと、悲しこと、美しことで満ち満ちている。誰もが一生懸命生きている。全部のことは自分の目で確かめてほしんだ。

頑張れ！

これは日本語で投稿されたものです
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明けましておめでとう！！

2017.01.01

今日は2017年１月１日です！

明けましておめでとうございます

ただ午前中までにいっぱい感動した。

朝起きて、host familyのパパとママに挨拶して、彼達の息子とも一緒におばあちゃんとおじいちゃんのところへ挨拶しに行きました。

おばあちゃんからお年玉をくれました、本当本当ありがとうございました。

そして、host familyと一緒に2017年の初めの朝ごはんを食べました。

ママはおせち料理を作ってくれました。めっちゃ美味しです
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ご飯を食べている時、友達からの年賀状いっぱいくれた！

深く感動させてられている



新しい一年ですね

大切なものを

変えずに

ブレずに

もっと大切にしようと思っている

みんな

良いお年を

 

これは日本語で投稿されたものです



バレンタイン

2017.02.11

来週の火曜日バレンタインデーですね

中国と違うところは、恋人の日じゃなくて、友達一緒にチョコをシェアする日やで！

だから予行練習ってことて、チョコクッキー作れるんです。

女子力アップ  up up up～笑

初めて作るんですけど、よくできましたよ

まだチョコつけないんさ、ホストと一緒にクッキー食べました　笑

楽しみ、来週

      

これは日本語で投稿されたものです
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2017.2.14　バレンタインデー

2017.02.14

みんな女子力満々や すごいお菓子・チョコくれたけど、みんな作るんの上手すぎな。

自分もよくできましたと思います、友達美味しい言ってくれて嬉しかったわ。

しかし、昨日いっぱいチョコクッキー作ったのが本当に疲れた、ホストのママとパパも手伝ってくれて、夜3時すぎ寝ったですけど、人生について本当いい経験だと思っていま
す。中国でこんな時間あんまりないと思って、こんな友達と一緒にチョコをシェアする日もないです。今回は素晴らしい鍛えるこどだ。いい成長になりました！

それでは、美味しくいただきます

これは日本語で投稿されたものです
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突然悲しい気持ち

2017.04.13

一月の話しですけど、大阪で作った陶芸を受け取りました！

めっちゃ感動している！てかいまってもう7カ月過ごしました、時間が有限すぎ！

人生は言葉で伝えない想いの方がはるかに多いですね。

残る日々をもっと大切にしよう！！！

 

 

 

これは日本語で投稿されたものです
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伝統的なもの最高！

2017.05.06

「屋根より高い鯉のぼり

大きい真鯉はお父さん

小さい緋鯉は子供たち

面白そうに 泳いでる」

5月5日は子供の日(男の子の日)やで

これは日本語で投稿されたものです
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伝統的なもの最高！(2)

2017.05.08

『屋根より高い鯉のぼり　大きい真鯉はお父さん　小さい緋鯉は子供たち　面白そうに　泳いでる』

5月5日は子供の日（男の子の日）やで！

鯉のぼりは男の子の成長を祝い健康を祈るものなんですね。

ホストファミリーの息子さんは合宿に行ったから、ちょっと寂しいと思います。

そして、パパと一緒に鯉のぼりを探しに行きました。

ホストファミリーは山の方ですけど、鯉のぼりをする人はあまりおらん。見つかる時もう３０分間歩きました。

屋根より高いです。風と共に泳ぐ様子は本当に最高と思う！

家の辺で二つの場所で見ただけです、みんなは鯉のぼりをするのは10年前のことかな。昔のものは現在までずっと流れてきて、精神の代表であり、気持ちを表せます。多分、
ネットで写真だけを見る人の気持ちと本物を見た人のが違いますね。自分のGWは三日間しかないです、にぎやかなところから離れて、伝統的なものを探すのは本当に素晴らし
い！

帰る道で、偶然に会った子供はある歌を歌いました。文章の最初の歌です。自分はそろそろ大人になります、子供のような無邪気な心を守るのは大切なことです。

日本の伝統的なものは最高！

もっともっと深く学び、伝える存在になりたいと思っています！
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（5月5日の日記です）

これは日本語で投稿されたものです



初夏の唄、最高の思い出（修学旅行in九州）

2017.05.26

5月14日、日曜日、晴れ。

いよいよ同じ学年の皆さんと九州の修学旅行が始まりました。

『修学旅行の目的は、旅行だけでわなく、修学は一番大切だと思っています。多感な高校生の時代、皆さんには、平和の尊さを改めてしっかりと胸に刻み、自らの生き方を見つ
め直す契機としてほしい。』校長先生からの話がずっと修学旅行中頭に浮かんでいました。

私はなぜ一週間後この日記を書くのか、この時の感想は心の中の最も印象深いもののためです。

福岡の天満宮、長崎の平和記念公園と原爆資料館、鹿児島の桜島と知覧特攻平和会館、というのは、修学旅行の路線です。事前これらのところを調べましたが、本当に行く時
は、思っていた以上に驚きました。

福岡、鹿児島の景色に触ったこと

資料館で、歴史を勉強したこと

ガイドさんからの話のため涙が出したこと

戦争というものは、とても残酷で、悲しいものだとわかり、絶対に繰り返してはいけないことだと思いました。特攻隊の遺書、悲しみよりも感動しました。敬意を持って友達と
館内の資料を見終わりました。歴史を学ぶ。歴史から学ぶ。自分にとって本当にいい勉強です。

一方、３泊４日の旅行は、時間を守って行動し、移動が多かったので忙しかったように思います。けれども、そんな中で友達の大切さと素晴らしさを改めて感じることができま
した。長いようで短ったなってと思います。もう最高すぎた！時間もどってほしい！クラスも先生も、最高！帰国前みんなと修学旅行ができるのは本当に良かったです。

初夏の唄、みんながそばにいること。

最高の思い出、写真の中の微笑み。

5月17日、水曜日、晴れ。修学旅行は今日に終わりましたね。

みんな！ありがとうございました！
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これは日本語で投稿されたものです
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